商工観光課　Nｏ.７

　　　　　壬生町みぶブランド認定要領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２６年　１月１７日　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要領第１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成２６年１０月１日　　
改正　平成２９年１２月２６日　　
　（目的）

第１条　この要領は、壬生町内の地域資源や地域特性を活かした魅力ある産品等を認定することに関して必要な事項を定め、みぶブランドとして情報発信を行うことにより、本町の知名度向上及び地域経済の発展に寄与することを目的とする。

　（定義）

第２条　この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

　(1) 産品　農林水産物を材料として製造し、又は加工した飲食料品（酒類を含む）及び工業製品をいう。

　(2) 事業者　食品製造業（酒類製造業を含む）及び工業製品の生産、製造並びに卸小売を行う個人、法人又はこれらを営む者で組織される法人、団体（任意）であって、壬生町内に店舗又は事業所を有する者をいう。

　(3) 認定　原則として事業者からの申請に基づき、みぶブランド認定審査基準を満たしているものについて「みぶブランド」として町長が認めることをいう。

　(4) 認定品　みぶブランドの認定品として町長に認定された産品のことをいう。
　(5) 推奨品　みぶブランドの推奨品として町長に認定された産品のことをいう。

　(6) 認定事業者　みぶブランドの認定を受けた事業者をいう。
　（申請資格）

第３条　みぶブランドの認定を受けようとする者は、次の要件に該当しなければならない。

　(1) 第２条第２号に規定する事業者であること。
　(2) 製造又は販売について、関係する法令及び条例により許可、認可又は届出の必要がある場合は、当該許可又は認可を得た者や当該届出を済ませた者であること。
　（認定の対象となる産品の条件）
第４条　認定品として申請できる産品は以下のとおりとする。
　(1) みぶブランドの募集テーマに合致した産品であること

　(2) 事業者が、その責任において生産又は製造、若しくは加工した産品であるもの
　(3) 飲食料品であれば、材料の全部又は一部に壬生町産の農畜産物を使用しているもの、若しくは壬生町内で生産又は製造、加工されたもの
　(4) 食品衛生法等の法的要件を満たしていること
　(5) 継続的に消費者へ供給が可能なもの
２　推奨品として申請できる産品は以下のとおりとする。
　(1) みぶブランドの募集テーマに合致した産品であること

　(2) 前項第３号の規定に該当しないが、産品を消費者へ提供することにより、本町の知名度向上及び地域経済の発展に寄与する販売実績があること

　(3) 食品衛生法等の法的要件を満たしていること
　(4) 継続的に消費者へ供給が可能なもの
　（認定審査基準）

第５条　町長は、認定にあたり、みぶブランド認定審査基準（以下「認定審査基準」という。）を別紙１に定める。

　（募集期間）

第６条　「みぶブランド」の認定申請は、年１回以上、期間を定めて募集する。

　（認定の申請）

第７条　みぶブランドの認定を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、みぶブランド認定（更新）申請書（様式第１号。以下「申請書」という。）に必要書類を添付して町長に申請するものとする。
２　申請書には、みぶブランド認定（更新）申請に係る誓約書（様式第２号）のほか、以下に定める書類を添付しなければならない。

　(1) 申請者が個人である場合

　　ア　住民票の写し（申請日の３か月以内に取得したもの）
　　イ　参考資料（商品パンフレット、事業案内、その他資料）

　　ウ　町税完納証明書
　(2) 申請者が法人である場合

　　ア　登記事項証明書（申請日の３か月以内に取得したもの）

　　イ　参考資料（商品パンフレット、事業案内、その他資料）

　　ウ　町税完納証明書

(3) 申請者が団体（任意）である場合

　　ア　規約等組織の概要がわかる書類

　　イ　参考資料（商品パンフレット、団体案内、その他資料）

　ウ　団体又は代表者の町税完納証明書
　（認定の審査）

第８条　町長は、前条の申請を受理したときは、みぶブランド推進協議会（以下「協議会」という。）に審査を依頼する。

２　協議会は、前項の審査にあたっては、申請書の書類審査、申請産品の現物審査及び申請者からの意見聴取に加え、必要に応じて事業場等の現地調査を行う。また、申請産品の提出数量は別途指示する。
３　協議会会長は申請者に対し、審査に必要な資料の提出を求めることができる。その費用は申請者負担とする。
４　協議会は認定審査にあたり、必要に応じて、委員以外の専門家の意見を聞くことができる。

５　申請者は、認定審査が円滑に行われるように積極的に協力しなければならない。 

　（認定の決定）

第９条　町長は、前条の規定による協議会の審査結果に基づき、申請された産品が認定審査基準に適合すると認めるときは、当該申請者に対し認定結果を通知し、みぶブランド認定証（様式第３号）を交付するものとする。

２　町長は、認定をすることが適当でないと認めたときは、当該申請者に対してその理由を付して通知するものとする。

　（認定の公表）

第１０条　町長は、この要領の規定に基づく認定品及び推奨品並びに認定事業者についての認定状況を公表するものとする。

　（認定の有効期間及び更新）
第１１条　第９条第１項に規定する認定の有効期間は、認定日から３年目の年度末日までとする。
２　前項の規定による認定の有効期間が満了となる場合において、再認定を受けようとする事業者は、有効期間が終了する２か月前までに第７条の規定に従い、更新の申請を行うものとする。
　（認定内容の変更）

第１２条　認定事業者は、次の各号のいずれかに認定内容が該当するときは、交付されたみぶブランド認定証を添付して、みぶブランド認定申請事項変更届出書（様式第４号）により、速やかに町長に届出しなければならない。

　(1) 認定品及び推奨品の名称、材料、製造方法等を変更したとき。 

　(2) 認定品及び推奨品の生産、製造又は販売等を１年以上中止又は廃止したとき。

　(3) 認定品及び推奨品の規格、形状、包装、容器に係るデザインを著しく変更したとき。

　(4) その他申請書記載事項等に変更が生じたとき。

　（認定の表示）

第１３条　認定事業者は、認定品及び推奨品並びに被認定者であることを表示することができる。ただし、認定品及び推奨品以外には表示してはならない。
２　前項の表示は、別に定めるみぶブランド認定マーク（以下「認定マーク」という。）により行うことができるものとする。

３　認定事業者は、認定マークを使用するときは、みぶブランド認定マーク使用届出書（様式第５号）をあらかじめ協議会に届け出るものとする。
４　認定マークの表示に関する費用は、認定事業者が負担するものとする。
　（認定後の調査）

第１４条　町長及び協議会は、特に必要があると認めるときは、認定事業者に対し、認定品に係る報告を求め、認定品の生産・流通施設への立入調査を実施することができる。
　（認定の取消し）

第１５条　町長は、認定品及び推奨品並びに認定事業者が、次の各号のいずれかに該当するときは、協議会の審議を経て、その認定を取り消すことができる。

　(1) 第４条の条件に合致しなくなったとき。
　(2) 虚偽の申請により認定を受けたとき。
　(3) 産品の内容変更等により、認定審査基準に適合しないと認められたとき。
　(4) 認定品及び推奨品の生産、製造又は販売を１年間以上中止または廃止したとき。
　(5) 第１４条の規定による調査を正当な理由なく拒否したとき。
　(6) その他、制度の運用に重要な支障を来す行為又は認定品及び推奨品の信頼を著しく損なう行為があったとき。
２　認定事業者は、前項の取消しを受けたときは、直ちにみぶブランド認定証を町長に返還しなければならない。

３　認定の取消しは協議会の審査後、町長が取消しを受ける事業者に対して認定の取消しを通知する。

４　認定を取り消された産品は、直ちに認定の表示を中止しなければならない。この場合、損害が生じたときは全て認定を取り消された事業者の負担とし、壬生町及び協議会はその責を負わない。

５　町長は認定を取り消したときは、認定を取り消された産品及び事業者を公表することができる。

６　第１項に規定する認定を取り消された事業者は、取消しの日から３年を経過しなければ、新たな認定申請をすることができない。 

　（認定事業者の責務）

第１６条　認定事業者は、この要領の規定を誠実に遵守するとともに、次の各号について特に留意しなければならない。
　(1) 認定品及び推奨品の生産、製造又は販売を通じて、積極的に壬生町のＰＲやイメージ向上に努めること。

　(2) 認定品及び推奨品の出荷量、流通量、消費動向の把握に努めること。

　(3) 認定品及び推奨品の計画的な生産、製造及び適正な品質管理並びに関係書類の保管に努めること。

２　認定事業者は、毎年度３月末までの認定品の出荷又は販売に係る実績を、みぶブランド認定品出荷実績等報告書（様式第６号）により５月末日までに町長に報告するものとする。
３　認定事業者は、当該認定品に係る事故又は苦情等（以下「事故等」という）が発生したときは、その一切の責任を負うものとし、当該事故等の解決に向けて誠実に対処するとともに、みぶブランド事故等発生報告書（様式第７号）により、直ちに町長に届出しなければならない。

　（認定審査基準の変更等）

第１７条　町長は必要と認めたときは、認定審査基準の変更、廃止、新設等（以下、「認定審査基準の変更等」という。）をすることができる。

２　認定審査基準の変更等を行う場合は、協議会に付議する。
３　認定審査基準の変更等を行う場合はこれを公表する。
（その他）

第１８条　この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　　　制定文　抄
　この要領は、平成２６年１月１７日から適用する。
　　　改正文（平成２６年１０月１日壬生町要領第１号）　抄
　この要領は、平成２６年１０月１日から適用する。
　　　改正文（平成２９年１２月２６日壬生町要領第６号）　抄
　この要領は、平成３０年１月１日から適用する。
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